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第３回 井泉小学校・三田ヶ谷小学校・村君小学校再編成準備委員会 

 

会 議 録 

日 時 令和５年１月２５日（水） 午後７時～午後８時 

場 所 村君公民館 講堂 

委   員 

福島委員、川俣委員、澤田委員、蓮見委員、関根委員、野中委員、 

平野委員（通学部会長）、福地委員、鳥海委員、藤間委員、 

金子委員、田口委員、宇都木委員、立花委員、矢島ＰＴＡ部会長 

事 務 局 
細村学校教育部長、須永教育総務課長、今成学校教育課長、 

米花生涯学習課長、小林教育総務課総務係長 

会議の内容 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

（１） 各専門部会の進捗状況について 

（２） 跡地利用の検討状況について 

（３）その他 

４ 閉会 

会 議 録 

１ 開 会 

 

 

２ あいさつ 

 

３ 議事 

（１）各専門部会

の進捗状況につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司 会 

(教育総務課係長) 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第３回井泉小学校・三田ヶ谷小学校・村君小学

校再編成準備委員会を開会する。 

  

＜委員長あいさつ＞ 

 

議事(１)各専門部会の進捗状況について、各専

門部会長から説明を求めた。 

 

石川学校運営部会長欠席のため、事務局にて説明

する。 

学校運営部会の進捗状況についてである。（資料

１） 

第２回会議を１２月７日水曜日、井泉公民館で開

催した。部会としての決定事項は次のとおりである。 

校名候補の選定方法についてである。 

応募の対象範囲は、市内外問わず誰でも応募可と

した。 

応募方法についてである。用紙の持参、郵送、Ｆ
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委員長 

 

委員 

 

事務局 

ＡＸで教育総務課へ提出とした。応募箱は、井泉小・

三田ヶ谷小・村君小・東中、市役所、全公民館、市

民プラザに設置とした。また、Ｅメール（応募フォ

ーム）での提出も受け付ける。 

公募の周知方法についてである。広報はにゅう、

再編成だより「継往開来」、市ホームページ、メール

配信、ＬＩＮＥ、YouTube、学校だより、回覧板を

利用し周知を行う。 

応募用紙は、３校の児童全員に配布し、また、３

地区には全戸配布を行う。 

応募条件についてである。条件については、次の

とおりとした。 

・新たな学校を作る考えから、「井泉小」「三田ヶ谷

小」「村君小」は使用しない。 

・漢字、ひらがな、またはカタカナにより表記され、

読み書きが容易な名称とする。 

・児童生徒や保護者、地域の方の願いや思いが込め

られた名称とする。 

・新しい学校としてふさわしい名称とする。新しい

校名に込めた思いや理由を記載してもらう。 

候補の絞り込みの基準についてである。基準は次

のとおりとした。 

・同じ名称は何件あっても１案とする。 

・１案に対する応募数は公表しない。 

・１案に対する応募数の「多い」「少ない」は校名の

選定及び決定に影響しない。 

・応募条件に合致するもので、新たな校名に対する

「思い」や「理由」をもとに候補を選定する。 

この決定事項をもとに事務局で作成する募集要項

案について次回協議を行う。 

 

意見・質問を求めた。 

 

応募用紙の配布はいつ頃から行うのか。 

 

令和５年４月から配布予定であり、募集期間は２
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(教育総務課長) 

 

委員長 

 

平野通学部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

委員長 

か月である。 

 

通学部会の進捗状況について、説明を求めた。 

 

通学部会についてである。（資料１） 

第２回会議を１２月１４日水曜日、三田ヶ谷公民

館で開催した。 

スクールバスの運行方法についてである。 

対象範囲に北袋地区を含めるか、距離制限をどう

するか。２㎞未満の三田ヶ谷地区と村君地区を含め

るか否かについて協議を行い、継続協議となった。 

各校の通学班についてである。（資料３） 

村君地区の東北自動車道沿いにある通学班は再編

成時に１人となってしまう。対象範囲を２㎞未満で

決めてしまった場合、１人で井泉小まで登校する必

要がある。距離で決めるのではなく、その時の通学

班の編成で柔軟に対応したいと提案をした。 

井泉地区からは、税金を平等に支払っているのだ

から、全員バスという意見も出ている。もし全員バ

スとなった場合、経費としてどのくらいかかるのか。 

次回の会議で検討をする。また、バスの経路で最初

に乗った児童が３０分かかる場合、歩いたほうが早

いというケースもある。各地区で意見を集め、次回

の会議で検討することとなった。 

 

意見・質問を求めた。 

 

園児の置き去り防止対策として、国で通園バスに

センサーやブザーなどの機材を取り付ける補助事業

があり、令和５年度から動き出すようである。事務

局に情報収集をお願いしたい。 

 

承知した。国からの通知もきている。随時、部会

等で情報提供していきたい。 

 

ＰＴＡ部会の進捗状況について、説明を求めた。 
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矢島部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

矢島部会長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

矢島部会長 

 

 

委員 

 

 

ＰＴＡ部会についてである。（資料１） 

第２回会議を１２月２１日水曜日に村君公民館で

開催した。 

体操服（ジャージ）についてである。 

新しいジャージを作成するか否か、作成する場合、

時期はいつかについて。また、半袖短パンはどうす

るか協議をした。各自、持ち帰り検討していただき、

次回の会議で方向性を決めることとなった。 

ＰＴＡについてである。 

ＰＴＡ会則等については、井泉小学校の会則をベ

ースとして進めてはどうかとの意見があった。こち

らも次回以降、継続協議を行う。 

 

意見・質問を求めた。 

 

保護者の経費負担を考慮しながら、協議していか

なければならない。ジャージは上下でいくらくらい

になるのか。 

 

井泉小が 7,000 円程度、三田ヶ谷小が 6,000 円程

度。村君小が 5,000 円程度である。３校それぞれ違

うメーカーのものである。昨今の状況から、価格が

値上がりする可能性もある。 

 

市内の企業のこともあるが、優先すべきは保護者

の利益であると思う。ただ企業のことも配慮しなけ

ればならない。上手くまとめていただければ。 

 

ランドセルはどうなるかは、検討しているか。 

 

ランドセルはＰＴＡ部会の検討事項には入ってい

ない。 

 

スクールバスになった場合、ランドセルがシート

ベルトの邪魔になるなど不具合があるのか、事務局
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委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

で他市の事例を調べていただければと思う。 

 

ランドセルについては、検討する必要がないと考

えている。ランドセルでなければいけないという決

まりはないが、保護者はランドセルでなければいけ

ないと思っている。 

バスに乗る際に、ランドセルが邪魔であれば別の

ものでも問題ないので、検討する必要がないと思っ

ている。 

 

ランドセルも、最近はメーカーから様々なタイプ

のものが出ている。昔ながらのイメージ通りの形で

ない新しいランドセルも販売されているようであ

る。 

 

今の三田ヶ谷小、村君小の児童は、ランドセルで

通っている。ランドセルでバスに乗っていくこと、

どうやって乗るかを考えるべきである。ランドセル

購入についての議論は後でいいのではないか。 

 

今の子どもたちは、他人と同じでないと嫌という

子が多いと思う。また、入学説明会が来週に迫って

おり、このタイミングでランドセルは自由と伝える

のは難しいのではないか。 

 

ランドセルは３校に限らず、全校の問題であり、

再編成は関係ない。ランドセルについては、徐々に

周知をしていく必要はあると思う。 

 

例えば、再編成のタイミングでランドセルは自由

ですよと、これからアナウンスしていくのはどうか。 

それなら、穏便にすむのではないか。 

 

スクールバスを使うにあたって、ランドセルに触

れないのはどうなのかと思う。バスに乗るのに邪魔

であれば、自由でもいい。今回の再編成は、羽生市
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委員 

 

 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

委員長 

 

 

事務局 

(学校教育課長) 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

委員 

の今後のモデルケースになる、やはり事前に周知し

ていくのがいいのではと思う。 

 

他市のスクールバスでは、ランドセルをどうして

いるのか。事務局で事例を調べてもらってもよいか。 

それを踏まえて、検討をしたいと思う。 

 

承知した。 

 

 

教育課程部会、事務部会の進捗状況について、説

明を求めた。 

 

教育課程部会、事務部会については、現在、事務

局において協議方法について調整中である。 

 

意見・質問を求めた。 

 

特になし。 

 

 議事（２）跡地利用の検討状況について、事務局

から説明を求めた。 

 

 羽生市立三田ヶ谷小学校及び村君小学校跡地利用

庁内検討委員会を１２月１９日（月）に開催した。 

跡地利用の前提条件として、法規制、施設の状況、

立地可能な施設の整備、学校施設の現況や他の自治

体の事例収集などを行っている。 

 これらを整理したうえで、今後跡地をどのように

利用していくか検討していく。 

 

 意見・質問を求めた。 

 

 検討状況の公表はどうなるか。 

 

 再編成準備委員会の中で、検討委員会の内容を情



 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

（教育総務課長） 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

事務局 

(教育総務課長) 

 

副委員長 

 

 

 

報提供していきたい。地域の方々、自治会の意見を

聞いて、よりよい跡地利用にしていきたい。 

 

 （３）その他について、意見・質問を求めた。 

 

 会議の開始時刻についてである。 

 現在、会議の開始時刻を午後７時としているが、

専門部会において、開始時刻を早くしてはどうかと

意見が出ている。いかがか。 

 

 午後６時３０分くらいでどうか。 

 

 意見・質問を求めた。 

 

 特になし。 

 

 次回以降の会議は、午後６時３０分開始で決定し

た。 

 

本日の議事はすべて終了した。 

 

次回会議は、３月２２日水曜日午後６時３０分か

ら、井泉公民館で開催する。 

 

 ＜関根副委員長あいさつ＞ 

 

 第３回 井泉小学校・三田ヶ谷小学校・村君小学

校再編成準備委員会を閉会とした。 

 

【配布資料】 

資料１ 井泉小学校・三田ヶ谷小学校・村君小学校再編成準備委員会各専門部会の 

進捗状況 

各専門部会の配布資料一式 

 


